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1.ボ ル ツマ ン方 程 式 の導 出

井 上 尚

中性分子気体の非平衡状態 の分 子論 を考 察す る方法は種 々あるが,そ の うちの代表的 な もの

のひ とつはボルッマン方程式 によるものである。古典力学 に基づ きつつ も,系 の非平衡過程 を

導 く,物 理的に納得 できる方法 を完成す ることは難 しい問題 であって,ボ ル ッマ ン以来,沢 山

の人々によって,こ のボルツマ ン方程式の導出 の研究 は続 け られ てい る。この修士論文 では,

ボル ツマン方程式 の導出に関す る代表的な研究 の流 れをい くつか紹介 し,そ れぞれの問題点 を

検討 してい る。
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